
山 行 報 告 書

作成:2008年1月 29日

愛知岳連 岡崎山岳会

山名[出域] 藤原岳(鈴鹿):ち r● 〕 目的[方法] 年の始めの藤原語で

期 間 2008年1月望日ぐと) 形態 日)弔リハイキング

参加人数 4人

行動記録:

岩津市民センター(800,605)=005■=豊 田東 PA(位10)=030-湾 岸桑名 iC(は40)=藤 原岳登山口PKG(7:
30,300)-1:15-五合目(けヽ5)―藤原岳登山口PKG(1000,1015)==α45=豊 田東(1100)==005=岩津市民セン
ター(1■05)

概念図:
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日誌:

登山口に向かつている車中から見える藤原岳は頂上にうつすらと雪が見える程度。頂上まで行かないと雪は見られない
様子。 加 蘭の森駐車場に7時半に着。まだ数台余裕あり。新人の私の装備が揃つていないため冬用登山靴やスパッツ、
アイゼンなど用意していただいたリスパッツの装着に手間取つたりと出発までに時間がかかつてしまいました。トイレを済ませて
登山口を出発。登山口より少し行つたところの神武神社で無事に登山できますようお参り。新人の私に合わせてゆつくりとし
たペースで先導してくださるので5合目までバテずに楽しんで登ることが出来ました。皆雪を期待しての登山でしたが先日来
の雨で雪が角峯けていたようで雪も樹氷も拝めないまま5合日でアクシデントのため下山する事になりました。

感想:

私事で途中下山になつてしまい皆さんにご迷惑をかけてしまいました。心優しい先輩方に感謝の気持ちでいつぱいです。


